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３）全体構想との関わりについて 
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第1回湿原再生小委員会の議事概要と今後の対応方針

項目 議事概要 今後の対応方針 備考

広
里
地
区
の

自
然
再
生

実生などのセイフサイト、更新する場所の議論がはっ
きりしない限り議論が進まない。萌芽の更新ではな
く、実生で更新しているサイトがあるのかどうかを調
査しなければならない。

有効な調査方法を検討し実施する。

高層湿原となっている旧幌呂川下流域にある池塘が少
なくなっていることから、幌呂川の水位を上げること
に意味がある。オンネナイ川も関係してくるのではな
いか。上流の農地に大きく影響してくるのではあれば
問題があるので、今後のどのように検討していくか議
論が必要ではないか。

実施計画を具体的に検討する時点で、地域
を交えて議論していく。

「湿原移行帯」という表現を詳細に検討していく必要
があるのではないか。また、この区域ではたまたま台
地と湿原が混ざっていたものであるから、農地部分と
湿原部分を分けて具体的な目標を立てる必要があるの
ではないか。

平成16年度調査において、湿原移行帯とし
ての環境の特徴を抽出する調査を実施する｡
また、リファレンスサイトを様々な環境に
設定し、それぞれの環境にあった目標とす
る。

何をもって「良好な水環境の回復」としているのか、
池塘の数を増やすのかあるいは水質の浄化をするのか
どうかを明確にするべきである。

既存のデータでは、面積（数）が減少して
いることまで把握している。今後、水質等
のデータを蓄積し目標設定を行う。水循環
小委員会とも連携を図る。

今後の鶴居第2地区における農地防災事業の概況が分
かる資料を本小委員会で開示していけば、議論が活性
化していくのではないか。

小委員会に関連する事項については、可能
な限り情報の提供を行う。

地元の方々の意見を反映する手段やその機会を協議会
としても具体的に提案していく必要があるのではない
か。

平成１５年度は釧建が主催、町村が共催と
いう形で意見交換会を開催した。今後は協
議会としてこの会を運営していくことを検
討してほしい。

湿原再生の目的はその減少や劣化を防ぐと明記されて
いるが、そこに住む人にはどのような関わりがあるの
かをもっと明確にしていく必要がある。また、過去の
事業の中では必ずしも生活にプラスではなかったもの
もあることから、それらの反省点が活かされるような
調査・検討をしていきたい。

地域住民の声を計画に反映させていくとと
もに、農業、河川等の関係機関と連携を図
り調査・検討を進める。

各事業対象地の詳細な調査結果はあるが、流域全体に
関するデータは少ない。全体の方向性を誤らないため
にも流域をしっかり捉えていく必要があるのでは。

事業主体者間の情報の交流、共有化が重要ではない
か。また、自然科学的な調査に地域住民の人々の生活
といった社会科学的な調査も加えて、全体的な情報の
整理に基づいて議論していけばよいのではないか。

幌
呂
川
地
区
の
自
然
再
生

関係機関と連携を深めデータの共有化を図
る一方、不足しているデータについては計
画的に蓄積を図る。

共
通
事
項
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